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世 帯 数 ２万 4,770 （− 12）
人　 口 ５万 6,107 （− 35）
男 ２万 6,194 （− 12）
女 ２万 9,913 （− 23）
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死　 亡 95
転　 入 80
転　 出 58
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「
春
浅
き
寒
空
の
下
で
」



　

出
水
平
野
で
越
冬
す
る
ツ
ル
の
分
散
化

を
検
討
す
る
環
境
省
主
催
の
平
成
24
年
度

第
２
回
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及

び
ツ
ル
類
の
分
散
化
対
策
検
討
会
が
１
月

11
日
、
ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

出
水
平
野
で
は
世
界
に
生
息
す
る
マ
ナ

ヅ
ル
の
約
５
割
、
ナ
ベ
ヅ
ル
の
約
９
割
が

越
冬
す
る
な
ど
一
極
集
中
が
進
み
、
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
病
気
が
ま
ん
延
し

た
場
合
、
絶
滅
の
危
険
も
あ
り
ま
す
。

　

越
冬
ヅ
ル
の
受
け
入
れ
に
前
向
き
な
山

口
県
周
南
市
の
ほ
か
農
林
水
産
省
、
鹿
児

島
県
の
関
係
者
と
山
階
鳥
類
研
究
所
な
ど

の
有
識
者
ら
33
人
が
出
席
。

　

検
討
会
で
は
、
国
内
外
に
お
け
る
高
病

原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
確
認
状
況
、
ツ
ル
類
渡
来
地
に
お
け
る
受
け
入
れ
可
能
性
の
調
査
結
果
の

報
告
お
よ
び
ツ
ル
誘
致
説
明
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
案
、
ツ
ル
類
の
分
散
化
に
関
す
る
今
後
の
進
め
方
に
つ
い

て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
市
長
と
し
て
渋
谷
市
長
は
「
ツ
ル
が
暮
ら
し
や
す
い
豊
か
な
自
然
環
境
の
必
要
性
や
ツ
ル
へ
の

接
し
方
な
ど
今
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
ツ
ル
保
護
の
理
解
を
図
り
な
が
ら
、
今
後
ツ
ル
が
自
然
と
分
散

し
て
い
く
よ
う
な
施
策
を
と
っ
て
い
き
た
い
。
ツ
ル
が
渡
来
す
る
た
め
に
は
、
ね
ぐ
ら
整
備
な
ど
の

ハ
ー
ド
だ
け
で
な
く
ツ
ル
に
対
す
る
接
し
方
な
ど
ソ
フ
ト
も
必
要
で
あ
る
」
と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、

環
境
省
の
担
当
者
は
「
か
つ
て
の
よ
う
に
ツ
ル
が
各
地
で
暮
ら
せ
る
よ

う
に
、
環
境
省
が
中
心
と
な
っ
て
越
冬
地
の
分
散
化
に
取
り
組
ん
で
い

く
」
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
話
し

ま
し
た
。

　

翌
12
日
に
は
、
鹿
児
島
県
ツ
ル
保
護
会

が
ツ
ル
の
保
護
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て

も
ら
お
う
と
ツ
ル
分
散
可
能
地
と
の
意
見

交
換
会
を
開
催
し
、
愛
媛
県
西
予
市
、
山

口
県
周
南
市
な
ど
４
市
か
ら
保
護
団
体
な

ど
関
係
者
約
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、
ね
ぐ
ら
の
大
切
さ

や
ツ
ル
に
対
す
る
接
し
方
な
ど
が
議
論
さ

れ
ま
し
た
。

山口県周南市などが出席

ツル分散化にむけて情報交換

　

１
月
13
日
、
ツ
ル
観
察
セ

ン
タ
ー
の
入
館
者
が

１
５
０
万
人
を
突
破
し
同
セ

ン
タ
ー
で
記
念
式
典
が
あ
り

ま
し
た
。

　

記
念
す
べ
き
１
５
０
万
人
目
の
入
館
者
と
な
っ
た
の

は
福
岡
市
か
ら
家
族
で
ツ
ル
を
見
に
来
た
と
い
う
梶
原

く
る
み
さ
ん
。
梶
原
さ
ん
ら
は
関
係
者
ら
と
く
す
玉
を

割
り
、
記
念
と
し
て
の
ぬ
い
ぐ
る
み
や
双
眼
鏡
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　
「
ツ
ル
が
た
く
さ
ん
い
て
と
て
も
び
っ
く
り
し
た
。

１
５
０
万
人
目
に
な
れ
て
う
れ
し
い
」
と
梶
原
さ
ん
は

笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。
渋
谷
市
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
毎

シ
ー
ズ
ン
来
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
１
９
８
９
年
に
開
館
し
、
１
９
９
５

年
に
50
万
人
、
２
０
０
１
年
に
１
０
０
万
人
を
突
破
し

ま
し
た
。
今
季
は
３
月
24
日
ま
で
開
館
し
、
時
間
は
午

前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。
入
館
料
は
小
中
学
生
１
０
０
円
、
一
般
２
１
０
円
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー

入
館
者
数
が
１
５
０
万
人
を
突
破

　

昨
年
６
月
か
ら
本
格
的
な

工
事
を
行
っ
て
い
た
高
尾
野

町
大
久
保
に
あ
る
出
水
市
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
新
し
い

セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
ま
し
た
。　

　

１
９
９
２
年
建
築
の
旧
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
を

受
け
て
、
総
事
業
費
４
億
９
７
０
０
万
円
で
、
現

在
地
に
給
食
棟
１
１
４
９
平
方
㍍
、
車
庫
棟
８
０

平
方
㍍
を
整
備
。
市
内
小
中
学
校
の
2
千
食
を
毎

日
調
理
し
ま
す
。

　

２
月
１
日
に
は
完
成
式
典
が
あ
り
、
関
係
者
ら

が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
す
る
な
ど
、
真
新
し
い
セ
ン

タ
ー
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

渋
谷
市
長
は
「
新
し
い
セ
ン
タ
ー
で
す
ば
ら
し

い
給
食
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
安
全

で
安
心
な
給
食
を
学
校
に
届
け
て
く
だ
さ
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
在
地
に
増
改
築

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
完
成
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納
税
は
、
お
近
く
の
銀
行
（
日
本
銀
行
歳
入
代
理
店
）、
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
な
ど
の
金
融
機
関
や
税
務
署
の
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
申
告
所
得
税
と
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
（
個
人
事
業
者
）

の
納
税
は
、
金
融
機
関
の
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
振
り
替
え
ら
れ
る

「
振
替
納
税
」
が
大
変
便
利
で
す
。
申
告
所
得
税
の
振
替
納
税
日
は
４
月

22
日
（
月
）、
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
（
個
人
事
業
者
）
の
振
替
納

税
日
は
４
月
24
日
（
水
）
で
す
。

　

な
お
、
納
付
期
限
に
遅
れ
た
場
合
ま
た
は
振
替
納
税
が
で
き
な
か
っ
た

場
合
は
、
納
付
期
限
の
翌
日
か
ら
延
滞
税
が
か
か
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

納
税
や
「
振
替
納
税
」
の
こ
と
で
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
出

水
税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署
（
☎
�
０
２
０
０
）
※
自
動
音
声
案
内

各
支
所
で
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
が
、
２
０
１
３
年
度
軽
自
動
車

税
の
免
除
申
請
受
付
期
限
日
は
４

月
23
日
（
火
）
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

免
除
申
請
に
必
要
な
も
の
は
、

障
害
者
手
帳
、
車
検
証
、
運
転
免

許
証
、
印
鑑
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
税
務
課
課
税
係

　
（
☎
�
４
０
３
１
）

　

高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課
税
務

　

グ
ル
ー
プ
（
☎
�
５
４
０
６
）

　

野
田
支
所
市
民
福
祉
課
税
務
グ

　

ル
ー
プ
（
☎
�
４
８
１
２
）

　

鹿
児
島
県
軽
自
動
車
協
会

　
（
☎
０
９
９

−

２
６
１

−

４
０

　

１
１
）

　

市
政
に

関
し
て
気

づ
い
た
こ

と
や
要
望

な
ど
を
モ

ニ
タ
ー
通

信
と
し
て

提
出
（
郵

送
）
し
て

い
た
だ
く

市
政
モ
ニ

タ
ー
を
募

集
し
ま
す
。

　

な
お
、

通
信
費
用
と
し
て
の
郵
便
料
は
市

が
負
担
し
ま
す
。

募
集
人
員　
14
人

申
告
所
得
税
の
納
付
期
限
日　
　
　
　
　
　
　

３
月
15
日
（
金
）

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
（
個
人
事
業
者
）
の
納
付
期
限
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
月
１
日
（
月
）

お
急
ぎ
く
だ
さ
い
！
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
！

２０１２年分確定申告登
録
、
名
義
変
更
、
住
所
変
更
、
廃
車
の
手
続
き
は
３
月
末
ま
で
に

軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税

　

原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
ｃ

ｃ
以
下
）、
小
型
特
殊
自
動
車

（
農
耕
作
業
用
、
そ
の
他
）
な
ど

の
手
続
き
は
本
庁
税
務
課
ま
た
は

各
支
所
市
民
福
祉
課
で
、
軽
自
動

車
（
６
６
０
ｃ
ｃ
以
下
）、
二
輪

小
型
自
動
車
（
２
５
０
ｃ
ｃ
超
）、

軽
自
二
輪
車
（
１
２
５
ｃ
ｃ
超
～

２
５
０
ｃ
ｃ
以
下
）
な
ど
の
手
続

き
は
鹿
児
島
県
軽
自
動
車
協
会
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
身
体
障
害
者
等
を
対
象

と
し
た
軽
自
動
車
税
の
免
除
申
請

に
つ
い
て
は
、
２
０
１
１
年
度
か

ら
、
一
度
申
請
を
さ
れ
る
と
翌
年

度
以
降
申
請
す
る
必
要
が
な
く
な

り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
障
害
等
級

の
変
更
、
住
所
変
更
な
ど
が
あ
っ

た
場
合
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
２
０
１
１
年
度
以
降
の

軽
自
動
車
税
の
免
除
を
受
け
て
い

る
方
に
対
し
て
は
２
０
１
３
年
度

の
納
税
通
知
書
は
送
付
さ
れ
ま
せ

ん
。
免
除
申
請
は
、
本
庁
お
よ
び

応
募
資
格

　

議
員
、
行
政
委
員
会
の
委
員
、

　

公
務
員
お
よ
び
自
治
会
長
で
な

　

い
方

任　
期

　

委
嘱
日
～
２
０
１
４
年
３
月
31

　

日
応
募
期
限
日　
３
月
29
日
（
金
）

応
募
方
法

　

左
の
応
募
用
紙
ま
た
は
郵
便
は

　

が
き
に
、
住
所
、
氏
名
（
フ
リ

　

ガ
ナ
）、
年
齢
、
電
話
番
号
、　

　

応
募
の
動
機
（
簡
単
で
結
構
で

　

す
。）
を
明
記
の
上
、
は
が
き

　

の
場
合
は
表
に
「
市
政
モ
ニ
タ

　

ー
応
募
」
と
朱
書
き
し
て
、
郵

　

送
ま
た
は
直
接
持
参
し
て
く
だ

　

さ
い
。

○
応
募
者
が
多
数
の
場
合
は
、
地

　

区
ご
と
の
人
数
等
を
勘
案
し
て

　

選
考
し
ま
す
。

○
選
考
結
果
は
、
決
定
者
の
み
に

　

通
知
し
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
企
画
政
策
課
企
画
調
整
・

　

男
女
共
同
参
画
係

　
（
☎
�
４
０
３
３
）

　あなたの声を

　　市政に生かしませんか

市政モニター応募用紙

住　　所

フリガナ 年齢

氏　　名

電話番号
（応募の動機）
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せ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
案

　

件
に
つ
い
て
は
、
当
日
処
理
で

　

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
取
り
扱
い
業
務
に
よ
っ
て
は
、

　

運
転
免
許
証
等
の
身
分
証
明
が

　

必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金
係

　
（
☎
�
４
０
３
８
）   		



　

高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課
市
民

　
生
活
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
５
４
１
６
）

　

野
田
支
所
市
民
福
祉
課
市
民
生

　

活
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
４
８
１
３
）

　

例
年
、
３
月
下
旬
か
ら
４
月
上

旬
に
か
け
て
は
、
引
っ
越
し
な
ど

に
よ
る
住
所
変
更
等
の
手
続
き
の

た
め
、
市
民
生
活
課
等
の
窓
口
が

大
変
混
み
合
い
ま
す
。

　

こ
の
時
期
の
市
民
生
活
課
等
窓

口
の
混
雑
を
緩
和
す
る
た
め
、
休

日
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。		



　

ま
た
、
鹿
児
島
県
内
の
市
町
村

で
は
同
様
の
休
日
等
窓
口
を
開
設

し
て
い
ま
す
の
で
、
日
程
・
時

間
・
取
り
扱
い
業
務
な
ど
詳
し
い

内
容
に
つ
い
て
は
、
各
市
町
村
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。	

窓
口
開
設
日
時

　

３
月
31
日
（
日
）
お
よ
び
４
月

　

７
日
（
日
）
の
午
前
８
時
30
分

　

～
午
後
５
時
15
分

※
正
午
～
午
後
１
時
は
除
く
。

開
設
窓
口

　

本
庁
市
民
生
活
課
・
高
尾
野
支

　

所
市
民
福
祉
課
・
野
田
支
所
市

　

民
福
祉
課
の
各
窓
口

取
り
扱
う
業
務

○
住
所
変
更
の
手
続
き
（
転
入
・

　

転
出
・
転
居
の
届
け
出
の
受
け

　

付
け
）
お
よ
び
住
所
変
更
に
伴

　

う
諸
手
続
き			




○
印
鑑
登
録
、
戸
籍
届
け
出
の
受

　

け
付
け			




○
住
民
票
・
印
鑑
登
録
・
戸
籍
関

　

係
の
証
明
発
行
事
務
（
住
民
票

　

写
し
の
広
域
発
行
は
除
く
。）	

※
他
市
町
村
窓
口
等
に
問
い
合
わ

　

出
水
市
は
現
在
「
ご
み
減
量
大

作
戦
」
で
、
ご
み
排
出
量
の
削
減

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ご
み
の
排
出
量
を
減
ら
す
た
め

に
は
、
家
庭
ご
み
同
様
、
事
業
所

ご
み
に
つ
い
て
も
リ
サ
イ
ク
ル
可

能
な
資
源
ご
み
の
分
別
排
出
を
徹

底
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
事
業
所
ご
み

の
排
出
状
況
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、

分
別
排
出
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
事

業
所
と
そ
う
で
な
い
事
業
所
が
あ

る
よ
う
で
す
。

　

事
業
所
ご
み
に
つ
い
て
も
、
大

切
な
資
源
が
ご
み
と
な
ら
な
い
よ

う
、
必
ず
分
別
排
出
し
、
ご
み
の

減
量
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

写
真
１
は
「
不
燃
ご
み
」
と
し

て
処
理
施
設
に
搬
入
さ
れ
た
一
次

貯
留
場
の
状
況
で
す
。

　

写
真
２
は
そ
の
中
か
ら
無
作
為

に
取
り
出
し
た
不
燃
ご
み
試
料

（
１
６
０
㌔
）
を
分
別
し
た
状
況

で
、
下
の
表
は
そ
の
分
別
結
果
で

す
。
不
燃
ご
み
の
中
に
ま
だ
ま
だ

多
く
の
資
源
ご
み
が
混
入
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
れ
ら

不
燃
ご
み
は
破
砕
処
理
等
に
よ
り

金
属
類
や
可
燃
物
が
取
り
除
か
れ

た
後
、
埋
立
処
分
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

３
月
31
日
（
日
）、
４
月
７
日
（
日
）
は
休
日
窓
口
を
開
設

届　　出 届　出　期　間 届出に必要なもの

転 入 届 新しい住所に住み始
めた日から14日以内

○前住所地の転出証明書
○国民健康保険証、国民年金手帳（加入者のみ）

転 居 届
新しい住所に住み
始めた日から14
日以内

○国民健康保険証、国民年金手帳（加入者のみ）
○後期高齢者医療保険証（加入者のみ）
○介護保険証（加入者のみ）
○住民基本台帳カード（交付者のみ）

転 出 届 転出日（予定日）
の前後14日以内

○国民健康保険証、国民年金手帳（加入者のみ）
○後期高齢者医療保険証（加入者のみ）
○介護保険証（加入者のみ）
○印鑑登録証（登録者のみ）
○住民基本台帳カード（交付者のみ）

ご
み
排
出
量
削
減
と

資
源
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
！

○
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
報
償
金

　
市
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
子
供
会
等
が

実
施
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
に
対

し
て
も
報
償
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。

　
申
請
の
お
忘
れ
等
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
実
施

さ
れ
た
ら
お
早
め
に
本
庁
市
民
生

活
課
生
活
環
境
係
に
申
請
を
お
願

い
し
ま
す
。

対
象
品
目　
紙
類
（
新
聞
紙
・
雑

　
誌
類
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
紙
等
）
お

　
よ
び
繊
維
類
（
古
着
等
）

交
付
金
額　
１
㌔
当
た
り
５
円

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　
（
☎
�
４
０
４
２
）

ごみ質分析結果

資　

源　

ご　

み

スチール缶 １７．６㎏ １１％
アルミ缶 １．６㎏ １％
茶色びん １７．６㎏ １１％
透明びん １２．８㎏ ８％

その他びん ０．０㎏ ０％
廃蛍光灯 ４．８㎏ ３％
廃乾電池 １．６㎏ １％

不燃ごみ １０４．０㎏ ６５％
試料量 １６０．０㎏ １００％

処理施設に搬入された不燃ごみ

→
資源ごみ

不燃ごみ

写真１

写真２

６
月
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
品
目
が
一
部
変
更
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
広
報
い
ず
み
４
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
の
平
成
24
年

第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成
23
年
度
の
当

組
合
歳
入
歳
出
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

歳
入
（
収
入
）
に
つ
い
て
は
、
12
億
９
千
７

０
３
万
７
千
円
で
、
歳
入
の
主
な
も
の
は
各
市

町
か
ら
の
負
担
金
、
地
方
交
付
税
お
よ
び
使
用

料
等
で
す
。

　

歳
出
（
支
出
）
に
つ
い
て
は
、
12
億
６
千
４

６
１
万
４
千
円
で
、
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
じ

ん
か
い
（
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
）
処
理
、
し
尿

処
理
す
る
た
め
の
経
費
で
あ
る
衛
生
費
、
組
合

の
借
金
返
済
に
充
て
ら
れ
る
公
債
費
、
介
護
保

険
の
認
定
審
査
業
務
の
経
費
で
あ
る
民
生
費
、

圏
域
（
２
市
１
町
）
の
振
興
整
備
の
事
業
推
進

に
使
わ
れ
る
振
興
整
備
事
業
費
、
議
会
費
お
よ

び
総
務
費
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
度
補
正
予
算
（
第
１
号
）

に
つ
い
て
も
可
決
さ
れ
、
平
成
24
年
度
予
算
額

は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
千
41
万
８
千
円
を

減
額
し
た
、
10
億
７
千
36
万
６
千
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

補
正
の
主
な
理
由
は
、
入
札
執
行
残
の
減
額

等
決
算
見
込
み
に
よ
る
調
整
で
す
。

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
だ
よ
り

平
成
23
年
度
決
算
状
況
等

歳　出 歳　入

平成 23年度決算状況

諸収入
2,848万5千円 

使用料および手数料
2,360万1千円

財産収入
277万3千円

分担金および負担金
8億8,433万9千円

繰越金
3,767万1千円

振興整備事業費
274万9千円
議会費
52万7千円

⎰
⎱

衛生費
5億5,014万5千円

総務費
7,763万9千円

民生費
6,119万7千円

地方交付税（注）
3億2,016万8千円

内訳
出水市負担金 ５億 2,556 万円

阿久根市負担金 ２億 1,338 万３千円

長島町負担金 １億 4,539 万 6 千円

公債費
5億7,235万7千円

（注）地方交付税 ･･･ 起債償還に充当される国からの財源措置分

　　　　歳　入　　　　　歳　出　　　　　　繰越金
1,297,037,000 円－ 1,264,614,000 円＝ 32,423,000 円

総務費 介護保険事業費 じんかい処理費 リサイクル処理 し尿処理費 公債費 その他
８５６円 ６７４円 ３，７６８円 ８５０円 １，４４５円 ６，３０８円 ３６円

    

返　済

 

住民１人当たりに使われた金額� １３，９３７円
（２０１２年９月末人口で算定）� 人口９０，７３９人

歳　入
12億9,703万7千円

歳　出
12億6,461万4千円
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２
０
１
２
年
11
月
よ
り
１
カ
月
間
、
出
水
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
に
て
地
域
医
療
研
修
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
済
生
会
八
幡
総
合
病
院
２
年
次
研
修
医
の
内
野
馨

博
と
申
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
自
分
に
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
勉
強
機
会
を
与

え
て
く
だ
さ
っ
た
関
係
者
の
皆
さ
ま
方
に
深
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

医
師
免
許
を
取
得
し
早
や
１
年
８
カ
月
。
私
の
所
属

す
る
済
生
会
病
院
は
、
年
間
救
急
搬
入
数
約
３
６
０
０

台
、
定
例
手
術
と
緊
急
手
術
の
件
数
が
ほ
ぼ
イ
コ
ー
ル

と
い
う
典
型
的
な
超
急
性
期
病
院
で
す
。

　

忙
し
い
日
々
を
送
り
つ
つ
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を

積
む
こ
と
が
で
き
、
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
る
つ

も
り
で
し
た
が
、
冷
静
に
振
り
返
る
と
実
際
１
人
で
は

何
も
で
き
な
い
自
分
に
焦
燥
感
を
抱
き
、
加
え
て
来
年

度
の
進
路
も
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
苦
悩
を

抱
え
た
ま
ま
、
こ
こ
出
水
の
地
へ
足
を
踏
み
入
れ
ま
し

た
。

　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
市
内
の
個
人
病
院

や
福
祉
施
設
で
研
修
を
行
う
こ
と
で
地
域
医
療
が
抱
え

る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
、
そ
し
て
そ
れ
に
対
す
る
県
単

位
、
市
単
位
、
個
人
単
位
で
の
取
り
組
み
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

地
域
医
療
の
実
情
は
、
都
市
型
重
装
急
性
期
病
院
に

所
属
し
た
ま
ま
で
は
決
し
て
気
づ
か
な
い
問
題
で
あ

り
、
こ
の
経
験
は
今
後
医
師
を
続
け
て
い
く
に
当
た
り

大
き
な
財
産
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
以
上
に
自
分

に
と
っ
て
価
値
が
あ
っ
た
の
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
出

会
い
で
す
。

　

私
は
人
間
が
好
き
で
す
。
医
師
を
続
け
て
い
く
上
で

最
も
自
分
が
恐
れ
て
い
る
の
は
、
患
者
さ
ん
の
病
に
し

か
目
が
行
か
な
く
な
る
こ
と
で
す
。

　

ど
の
職
種
に
も
「
慣
れ
」
は
存
在
し
、
パ
タ
ー
ン
化

に
よ
る
作
業
能
率
向
上
を
目
標
と
し
ま
す
。
し
か
し
、

医
師
、
看
護
師
、
教
師
等
「
師
」
を
含
む
職
種
は
そ
う

あ
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
出
水
に
来
て
思
っ
た
こ
と
は
、
と
に
か
く
医
療

従
事
者
と
患
者
さ
ん
の
心
の
距
離
が
近
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
診
察
に
か
け
る
時
間
は
先
生
や
状
況
に
よ
り
さ

ま
ざ
ま
で
す
が
、
会
話
の
端
々
に
患
者
さ
ん
へ
の
優
し

さ
や
気
遣
い
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
患
者

さ
ん
の
生
活
背
景
ま
で
熟
知
し
て
い
な
い
と
言
え
な
い

も
の
も
多
々
存
在
し
、
い
か
に
患
者
さ
ん
と
強
い
信
頼

関
係
で
繋
が
っ
て
い
る
か
を
知
り
ま
し
た
。

　

あ
る
医
師
は
こ
う
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
土
地
柄
、
医
療
機
開
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
楽
じ
ゃ
な

い
の
に
、
自
分
を
頼
っ
て
受
診
し
に
来
て
く
れ
る
。
患

者
さ
ん
の
病
気
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
全
部
を
見
て
あ
げ

な
い
と
。
少
し
で
も
満
足
さ
せ
て
あ
げ
た
い
よ
ね
。」

本
当
に
目
が
覚
め
る
思
い
で
し
た
。

　

日
々
の
激
務
の
中
で
少
し
ず
つ
薄
れ
て
い
く
、
し
か

し
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
医
師
と
し
て
の
本
当
の
在
り
方

を
再
度
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
加
え
、
沢
山

の
方
々
に
将
来
の
進
路
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
、
自
分
な
り
の
答
え
に
行
き
着
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
心
の
し
こ
り
が
取
れ
た
気
分
で

す
。

　

本
当
に
日
々
が
新
鮮
で
充
実
し
て
お
り
ま
し
た
。
ま

た
い
つ
か
、
医
師
と
し
て
成
長
し
、
出
水
市
の
医
療
に

貢
献
で
き
る
日
が
来
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

こ
の
１
カ
月
間
、
未
熟
者
で
あ
る
自
分
を
温
か
く
見

守
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
先
生
方
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ

ま
方
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
ご
縁
が
あ
り

ま
し
た
ら
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

初
期
臨
床
研
修
報
告

ツ
ル
の
街
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と

研
修
医
師　

内
野　

馨よ
し
ひ
ろ博　

先
生

北
九
州
市
済
生
会
八
幡
総
合
病
院

出水総合医療センター

広報いずみ 2013（平成 25 年）３月 6



　ＤＭＡＴ（ディーマット）とは、｢災害急性期に活
動できる機動性を持ったトレーニングを受けた医療
チーム｣ と定義されており、災害派遣医療チーム
Disaster Medical Assistance Team の頭文字をとって
このように呼ばれています。大規模災害や多傷病者が
発生した事故などの現場に、急性期に活動できる機動
性を持った、専門的な訓練を受けた医療チームです。
　当院においても、以前から DMAT の整備について
県にお願いしていたところでしたが、ようやく昨年８
月、医師１人、看護師３人、調整員１人からなるＤＭ
ＡＴのチームを立ち上げ、研修に参加させていただく
機会を得ました。研修は
神戸市の兵庫県災害医療
センターにて、講義、実
習、試験など４日間にわ
たるハードなものでし
た。

D ＭＡＴの役割は大きく３つあります。
　①病院支援：被災地内で多くの傷病者が来院してい

る病院に対し、混乱の制止、機能維持を図り、後
方搬送の体制確保を行うとともに、トリアージ

（限られた人的 ･ 物的医療資源を用いて最大限の
救命を得るために、傷病者に対する治療 ･ 搬送順
位を決定すること）、診療などの医療の支援を行
います。

　②患者搬送：搬送にはその範囲によって地域搬送、
近隣搬送、広域搬送などがあります。

　③現場活動：災害現場でＤＭＡＴが行う医療活動を
いいます。トリアージ、緊急治療、がれきの下の
医療等を含みます。

　情報も大切です。どこで、どのような災害が起きて
いるのか？病院は被災していないか？どの程度まで医
療が施せるのか？などの情報を逐一報告する必要があ
ります。そこで、広域災害救急医療情報システムが稼
働する必要があります。
　D ＭＡＴは活動状況を情報システムに入力し、消防
機関等と情報を共有し、円滑な災害支援、患者搬送が
行えるようにします。また、通信手段としてパソコン、

携帯電話の他にトランシーバーや衛星電話が必要にな
ります。

　少し具体的な話をしましょう。ＤＭＡＴの派遣要請
の基準について述べてみます。
　①震度６弱の地震または死者数が２人以上５０人未

満もしくは傷病者数が２０人以上見込まれる災害
の場合は、管内のＤＭＡＴ指定医療機関に対して
ＤＭＡＴの派遣を要請されます。

　②震度６強の地震または死者数が５０人以上１００
人未満見込まれる災害の場合、管内のＤＭＡＴ指
定医療機関ならびに被災地域の都道府県に隣接す
る都道府県および被災地域の都道府県が属する地
方ブロックに属する都道府県に対してＤＭＡＴの
派遣を要請されます。

　③震度７の地震または死者数が１００人以上見込ま
れる災害の場合、管内のＤＭＡＴ指定医療機関な
らびに被災地域の都道府県に隣接する都道府県、
被災地域の都道府県が属する地方ブロックに属す
る都道府県および被災地域の都道府県が属する地
方ブロックに隣接する地方ブロックに属する都道
府県に対してＤＭＡＴの派遣を要請されます。

　④東海地震、東南海 ･ 南海地震または首都直下型地
震の場合、管内のＤＭＡＴ指定医療機関および全
国の都道府県に対してＤＭＡＴの派遣を要請され
ます。

　つまり、出水郡で震度６弱、鹿児島県内で震度６強、
九州で震度７、東海地震、東南海 ･ 南海地震または首
都直下型地震の場合などに、当院 DMAT に対する出
動要請があるわけです。基本的に、自給自足です。食
糧、移動手段、医療材料などが困らない様に普段から
準備しておかないといけません。活動時間は４８～
７２時間が目安です。
　備えあれば憂いなし。出動機会はないに越したこと
はありませんが、必要とされればいち早く駆けつけ、
役立てることをイメージしながら、ＤＭＡＴを発展さ
せていけるよう、準備を怠らない様にしたいと思いま
す。出水総合医療センターのＤＭＡＴをよろしくお願
いします。

出水総合医療センターのＤ
ディー マ ッ ト

ＭＡＴ（災害派遣医療チーム）
出水総合医療センター　副院長（外科系担当）　花田　法久

　２月号でお知らせしたとおり、当院は昨年１２月に「ＤＭＡＴ指定病院」の指定を受けました。
　今回は、ＤＭＡＴの活動についてさらに詳しくご紹介します。

兵庫県災害医療センターでの研修の様子

出水総合医療センター
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西
出
水
小
学
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
13
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

　

九
州
大
会
に
５
大
会
連
続
出
場

し
、
昨
年
は
銀
賞
を
受
賞
す
る
な

ど
実
力
は
折
り
紙
付
き
で
す
。
演

奏
曲
目
は
、
ス
モ
ー
ク
オ
ン
ザ
ウ

ォ
ー
タ
ー
、
女
々
し
く
て
、
イ
ン

ザ
ム
ー
ド
な
ど
耳
に
し
た
こ
と
が

あ
る
曲
ば
か
り
で
す
。

日　
時　
３
月
２
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
開
場

　

同
２
時
開
演

場　
所　
市
文
化
会
館

入
場
料　
無　

料

問
い
合
わ
せ
先

　

西
出
水
小
学
校

　
（
☎
�
２
１
５
５
）

催
　
　
　
し

催
　
　
　
し

市
内
で
唯
一
！

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
演
奏

ひ
な
ま
つ
り
盆
点

日　
時　
３
月
３
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
所　
出
水
市
公
開
武
家
屋
敷

　
「
竹
添
邸
」

定　
員　
先
着
１
０
０
人

料　
金　
３
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
市
も
て
な
し
の
心
育
成
協

　

議
会
事
務
局

　
（
本
庁
観
光
交
流
課
内
）

　
（
☎
�
４
０
６
１
）

※
出
水
市
公
開
武
家
屋
敷
「
竹
添  

　

邸
」「
税
所
邸
」
で
は
３
月
31

　

日
（
日
）
ま
で
ひ
な
人
形
を
展

　

示
し
て
い
ま
す
。
雅
で
華
や
か

　

な
ひ
な
飾
り
が
お
待
ち
し
て
い

　

ま
す
。

　
　

第
５
回
出
水
も
の
づ
く
り
展

　

市
内
作
家
に
よ
る
陶
芸
（
穴

窯
）、
木
工
、
染
色
、
織
物
、
ガ

ー
ゼ
服
、
鉄
、
石
造
形
、
銅
版

画
、
人
形
な
ど
の
作
品
を
展
示
し

ま
す
。

　

春
の
一
日
、
手
作
り
の
温
も
り

を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

日　
時　

　

３
月
20
日
（
水
）
～
26
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
で

　

期
間
中
は
無
休
。

場　
所　

　

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み

観
覧
料　
無　

料

問
い
合
わ
せ
先

　

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み

　
（
☎
�
８
９
１
５
）

　
　

３
月
20
日
、
21
日
は
中
の
市

　

毎
年
、
春
分
の
日
（
彼
岸
の
中

日
）
と
そ
の
翌
日
に
開
催
さ
れ
る

鹿
児
島
県
三
大
市
の
ひ
と
つ
、
中

の
市
（
別
名
「
そ
ば
市
」）
が
、

開
催
さ
れ
ま
す
。
当
日
は
、
ジ
ャ

ン
ボ
そ
ば
早
食
い
競
争
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
る
ほ

か
、
高
尾
野
駅
前
交
差
点
を
中
心

ひ
な
飾
り
を
眺
め
な
が
ら
お

茶
を
一
服
し
ま
せ
ん
か

見
て
楽
し
い
、
使
っ
て
心
温

ま
る
作
品
を
展
示

※
会
場
周
辺
の
交
通
規
制
に
ご
協

　

力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
「
中
の
市
」
実
行
委
員
会
（
鶴

　

の
町
商
工
会
本
所
内
）

　
（
☎
�
１
０
６
５
）

　

高
尾
野
支
所
産
業
建
設
課
産
業

　

振
興
グ
ル
ー
プ

　
（
☎
�
５
４
３
２
）

と
し
て
東
西
南
北
約
１
㌔
に
渡
っ

て
歩
行
者
天
国
と
な
り
、
３
０
０

軒
ほ
ど
の
露
店
が
並
び
ま
す
。

開
催
日
時

　

３
月
20
日
（
水
・
春
分
の
日
）、

　

午
前
７
時
～
午
後
７
時

　

３
月
21
日
（
木
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

場　
所　

　

高
尾
野
駅
前
中
心
部
商
店
街

北
薩
の
春
の
風
物
詩

野
のばた
畑　正

しょうすけ
輔　さん（65）

出水市の好きなところは？
　風光明美な所

出水市に望むことは？
　企業を誘致して若者の多
く住む町にしてほしい

　

澤
さわだ
田　ひとみ　さん（61）

出水市の好きなところは？
　ツルたちが青空を飛び回
る幸せな風景、矢筈山の雄姿
など自然いっぱいの田舎ら
しさ
出水市に望むことは？
　市民が安心安全に暮らせ
る環境づくりを
ひと言
　相互扶助の精神を忘れず
に、ハートの温かい市民に

元気ですね先輩！ 今
月
の
環
境
標
語　
～
平
成
24
年
度
環
境
標
語
作
品
展
よ
り
～

「
今
日
か
ら
は
　
ポ
イ
す
て
や
め
て
　
リ
サ
イ
ク
ル
」

大
川
内
小
学
校
２
年　

有
村　

春
菜　

さ
ん

「
始
め
よ
う
　
小
さ
な
こ
と
で
も
　
大
き
な
エ
コ
」

西
出
水
小
学
校
５
年　

岩
﨑　

綾
音　

さ
ん

第49回ツルを送る夕べを開催
日　時　３月16日（土）
　　　　午後５時30分開場
場　所　出水公会堂
入場料　500円
問い合わせ先
　一般社団法人　出水市観光協会
　事務局（☎７９－３０３０）
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国
税
専
門
官
採
用
試
験

第
一
次
試
験　
６
月
９
日
（
日
）

受
験
資
格

○
１
９
８
３
年
４
月
２
日
か
ら
１

　

９
９
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

　

ま
れ
た
方
（
学
歴
は
問
い
ま
せ

　

ん
。）

○
１
９
９
２
年
４
月
２
日
以
降
に

　

生
ま
れ
た
方
で
、
大
学
を
卒
業

　

さ
れ
た
方
お
よ
び
２
０
１
４
年

　

３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る

　

見
込
み
の
方

試
験
の
程
度　
大
学
卒
業
程
度

申
込
方
法
・
受
付
期
間

国
家
公
務
員
に
な
ろ
う

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
し

　

込
み
（
原
則
）

　

４
月
１
日
（
月
）
～
11
日
（
木
）

○
熊
本
国
税
局
お
よ
び
最
寄
り
の

　

税
務
署
に
備
え
付
け
の
申
込
用

　

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

　

郵
送
ま
た
は
持
参
に
よ
る
申
し

　

込
み

　

４
月
１
日
（
月
）
～
２
日
（
火
）

※
２
日
通
信
日
付
印
有
効

受
験
申
込
先

　

希
望
す
る
第
一
次
試
験
地
に
よ

　

り
申
込
先
が
異
な
り
ま
す
の
で

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

人
事
院
九
州
事
務
局

　
（
☎
０
９
２

－

４
３
１

－

７
７

　

３
３
）

　

熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課

　

試
験
研
修
係

　
（
☎
０
９
６

－

３
５
４

－

６
１

　

７
１　

内
線
２
０
７
２
）

　

出
水
税
務
署
（
☎
�
０
２
０
０
）

　

※
自
動
音
声
案
内

　

気
象
庁
で
は
、
２
０
１
１
年
東

北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る
津

波
被
害
の
甚
大
さ
に
鑑
み
、
津
波

警
報
等
の
改
善
に
向
け
た
検
討
を

行
い
、
３
月
７
日
か
ら
新
し
い
発

表
基
準
や
情
報
文
に
よ
る
津
波
警

報
等
の
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

津
波
警
報
・
注
意
報
等
の
主
な
変

更
内
容

◆
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
を
超
え
る

　

巨
大
地
震
の
場
合
は
、
そ
の
海

　

域
に
お
け
る
最
大
級
の
津
波
を

　

想
定
し
て
、
大
津
波
警
報
や
津

　

波
警
報
を
発
表
し
ま
す
。
こ
の

　

と
き
、
予
想
さ
れ
る
津
波
の
高

　

さ
を
、「
巨
大
」、「
高
い
」
と

　

い
う
言
葉
で
発
表
し
て
非
常
事

　

態
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
ま
す
。

　
「
巨
大
」
と
い
う
言
葉
を
見
た

　

り
聞
い
た
り
し
た
ら
、
東
日
本

　

大
震
災
ク
ラ
ス
の
津
波
が
来
る

　

と
思
っ
て
、
た
だ
ち
に
よ
り
高

　

い
場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
！

◆
大
津
波
警
報
や
津
波
警
報
が
発

　

表
さ
れ
て
い
る
時
に
は
、
観
測

　

さ
れ
た
津
波
の
高
さ
を
見
て
、

　

こ
れ
が
最
大
だ
と
誤
解
し
な
い

　

よ
う
に
、
津
波
の
高
さ
を
数
値

　

で
表
わ
さ
ず
に
「
観
測
中
」
と

　

発
表
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
「
観
測
中
」
と
発
表
さ
れ
た
ら
、

　

こ
れ
か
ら
高
い
津
波
が
来
る
と

　
考
え
て
警
戒
を
続
け
ま
し
ょ
う
！

津
波
警
報
等
の
変
更
内
容
等
に
つ

い
て
詳
し
く
は
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
気
象
台
防
災
業
務

　

課
（
☎
０
９
９

－

２
５
０

－

９

　

９
１
９
）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

津
波
警
報
が
変
わ
り
ま
す

津波警報・注意報の分類と、取るべき行動

予想される津波の高さ
取るべき行動

高さの区分 数値での発表 巨大地震の場合の表現

大津波警報

10ｍ～ 10ｍ超

巨大

沿岸部や川沿いにいる人は、ただ
ちに高台や避難ビルなど安全な場
所へ避難してください。津波は繰
り返し襲ってくるので、津波警報
が解除されるまで安全な場所から
離れないでください。

５ｍ～ 10ｍ 10ｍ

３ｍ～５ｍ ５ｍ

津波警報 １ｍ～３ｍ ３ｍ 高い 海の中にいる人は、ただちに海か
ら上がって、海岸から離れてくだ
さい。
津波注意報が解除されるまで海に
入ったり海岸に近づいたりしない
でください。

津波注意報 20㎝～１ｍ １ｍ （表記しない）

津波から命を守るためには
●強い揺れ、弱くても

ゆっくりとした長い揺れを感じたら
●揺れがなくても、津波警報を見聞きしたら

３月９日（第２土曜日）

午前 11 時から名護漁港

で、名護新鮮おさかな市

を開催！

　
　
　
　
　

健
康
づ
く
り
講
演
会

　

日
常
よ
く
み
ら
れ
る
、
耳
や
鼻

の
病
気
に
つ
い
て
知
り
、
病
院
受

診
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
病
気
と
の
上

手
な
付
き
合
い
方
を
学
び
ま
し
ょ

う
。

　

特
に
、
多
く
の
方
が
経
験
の
あ

る
「
め
ま
い
」
に
つ
い
て
詳
し
く

健
　
　
　
康

耳
と
鼻
の
病
気
が

　
　
よ
ー
く
分
か
り
ま
す
よ

健
　
　
　
康

お
話
し
し
ま
す
。

日　
時　
３
月
６
日
（
水
）

　

午
後
２
時
～
同
３
時

※
同
１
時
30
分
受
け
付
け
開
始

場　
所　
市
中
央
公
民
館

　

学
習
室
１
・
２

講　
師　

　

せ
き
耳
鼻
咽
喉
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

院
長　

関　

大
八
郎
先
生

演　
題

　
「
知
っ
て
お
き
た
い
耳
と
鼻
の

　

病
気
」

受
講
料　
無　

料

問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
２
１
４
３
）

募
　
　
　
集

募
　
　
　
集

すぐに避難！➡
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平成８年に発足してから出水市民大学も今年１８年目を迎えることができました。 

今年度も「生きる」をテーマとした心豊かな時間を市民の皆さまに提供します。 

全４回の講義、学生に戻って参加してみませんか？ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１９６３年 中国吉林省遼源市に生まれる。父兄の影響で５歳より二胡を始める。 

１９８５年 吉林省芸術大学で二胡を専攻し、二胡教授の王恩承氏に師事。 

また、中国二胡演奏家 劉明源氏、安如励氏に師事。 

卒業後、吉林省民族楽団に二胡演奏家として入団。 

１９９２年 吉林省民族楽団の日本公演では首席奏者を務めた。 

１９９３年 熊本大学教育大学音楽科に留学。 

１９９５年 阪神大震災の被災者救済チャリティコンサート 

１９９６年 「大地の子チャリティコンサート」では、熊本県立劇場を満員の観客で埋め尽くす。 

若手二胡演奏者としてその実力は群を抜くと各方面からも高い評価を得ており、さまざまな会場で幅

広い層の聴衆をその豊かな表現力で魅了している。 

九州を中心に演奏活動を行うと共に、後進の育成にも積極的に取り組んでいる。また、中国の楽曲演

奏にとどまらず、ジャンルにとらわれない音楽性、ジャズ、フォルクローレ、和楽器などとのコラボ

レーションも注目を集めている。 

熊本市在住。ＮＰＯ法人日本二胡振興会理事。中国民族管弦楽協会会員。 

会  場  市音楽ホール 

対  象  中学生以上の出水市民 

年 会 費  一般成人１，０００円、中･高校生５００円 

（市外の方も聴講生として１回５００円で受講可。中・高校生は１回２００円。） 

申込方法  窓    口：申込書を切り取り、必要事項を記入の上、市中央公民館内 出水市民大学

事務局で会費を添えてお申し込みください。 

電話・ＦＡＸ：電話やＦＡＸでもお申し込みができます。その場合は第１回目に会費をお

☎持ちください。（ 63-2２００ FAX 6３-２２０２） 

当日は受け付けが大変混み合います。できるだけ事前のお申し込みをお願いします。

第２回講義は出水総合医療センターの医師による医療講演会を予定しています。講師等の詳しい内容に

ついては、決まり次第広報いずみでお知らせします。 
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出水市民大学は、現在１０人の運営委員でボランティア運営を行っています。私たちと一緒に講師の選定や

広報活動など楽しく運営活動を行いませんか。興味のある方は、事務局にご連絡ください。 

 
 

平成２５年度出水市民大学入学申込書 

氏   名 住   所 電話番号 学生区分(どちらかに○)

   
一般   中高生 

(1,000 円) (500 円) 

   
一般   中高生 

(1,000 円) (500 円) 

   
一般   中高生 

(1,000 円) (500 円) 

   
一般   中高生 

(1,000 円) (500 円)  
※この用紙で最大４人まで同時に申し込むことができます。会費を添えてお申し込みください。 

切り取り線 

落語家。鹿屋市出身。 

１９５７年３月２６日 鹿屋市に生まれる。駒沢大学卒業。 

１９８１年１月 日本テレビ『お笑いスター誕生』銀賞獲得 

当時審査委員長の桂米丸に入門 

１９８５年５月 二ッ目昇進 

１９９０年 ＮＨＫ新人演芸大賞・入賞 

１９９１年 国立演芸場『花形演芸会』銀賞受賞 

ＮＨＫ新人演芸大賞・最優秀賞受賞 

１９９３年８月 真打昇進 

１９９９年 ＭＢＣラジオ『日曜ワイド竹丸・知子のみなみなサンデー』 

日本民間放送連盟賞ラジオ放送番組部門 

九州沖縄地区審査会生ワイド部門優秀賞受賞 

 モットー『常に明るい高座をつとめたい』

○桂 竹丸 氏

ままたたままたた竹竹丸丸氏氏とと若若手手

落落語語家家ととのの二二人人会会！！  

１９９２年 兵庫教育大学卒業。 

２０代前半は、フェニックスリゾート株式会社に勤務。（女性初の営業マンとして働く） 

１９９７年 大阪で「花吹雪一座」結成。司会、チンドン屋、パーソナリティーとして活躍。 

２００１年 活動拠点を宮崎県都城市に移す。 

２００３年 チンドン屋「花ふぶき一座」を結成。 

２００６年 全国選抜チンドン祭 理事長賞受賞《７位》。 

２００９年 宮崎県夢ふくらむ子育て奨励賞受賞 

２０１２年 全国選抜チンドン祭 一宮市議会議長賞《３位》。 

 

２０歳の時、マラソンのコーチの影響で「人に笑顔と元気を与える人になりたい」と心から願う。 

現在、「幸せの花を咲かせます」をモットーに、芸を精進中。 

【委員会・受賞など】（一部を抜粋） 

２００６年 宮崎県生涯学習審議委員 ２００７年 都城市放課後子ども教室コーディネーター 

２００９年 平成２０年度宮崎県女性のチャレンジ賞 受賞 

２０１０年 宮崎県観光審議委員、宮崎県社会教育審議委員 

２０１２年 平成２４年度「都城人間力大賞」受賞 （公益社団法人都城青年会議所主催）  

○宮田若奈 氏 
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法
律
が
本
年
３
月
末
に
期
限
を

迎
え
ま
す
。「
期
限
到
来
後
の
金

融
庁
の
検
査
・
監
督
の
方
針
（
骨

子
）」
は
次
の
と
お
り
で
す
。

金
融
機
関
の
役
割

　

金
融
機
関
が
貸
付
条
件
変
更
等

　

に
努
め
る
べ
き
こ
と
は
、
期
限

　

到
来
後
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

検
査
・
監
督
の
対
応

　

金
融
検
査
・
監
督
の
ス
タ
ン
ス

　

は
期
限
到
来
後
も
変
わ
ら
ず
、

　

不
良
債
権
の
定
義
も
変
わ
り
ま

　

せ
ん
。

借
り
手
の
課
題
解
決

　

金
融
機
関
に
対
し
て
、
借
り
手

　

の
経
営
課
題
に
応
じ
た
解
決
策

　

を
、借
り
手
の
立
場
で
提
案
し
、

　

時
間
を
か
け
て
実
行
支
援
す
る

　

よ
う
促
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
金
融
庁
Ｈ
Ｐ

（http://w
w

w
.fsa.go.jp

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
九
州
財
務
局
鹿

　

児
島
財
務
事
務
所
理
財
課
（
☎

　

０
９
９

－

２
２
６

－

６
１
５
５
）

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

子
育
て
広
場
⑥

　

私
た
ち
は
皆
、
助
け
ら
れ
支
え

合
っ
て
生
き
て
い
ま
す
。
当
た
り

前
の
こ
と
で
す
が
、
同
年
齢
の
友

中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法

宇
う だ
田　美

みはる
春　さん（21）

出水市の好きなところは？
　ほぼ全部好きです

出水市に望むことは？
　映画館があったらいいな
ぁ　

岡
おかべ
部　雅

まさみね
峰　さん（29）

出水市の好きなところは？
　海・山・出水平野など自然
豊かで人々が温かい
出水市に望むことは？
　若者が未来志向の街づく
りができる環境
ひと言
　先人たちが築いてきたす
ばらしい文化を若い人たち
も伝承していきましょう

集まれ応援団！
人
や
先
生
や
家
族
に
囲
ま
れ
て
生

活
し
て
い
る
子
ど
も
に
は
、
こ
の

こ
と
は
気
づ
き
に
く
く
な
っ
て
い

ま
す
。
休
日
に
、
地
域
の
活
動
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
親
子
で
進

ん
で
参
加
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
子

ど
も
の
成
長
に
応
じ
て
、
自
分
で

で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
、
行
動
し

て
い
く
機
会
を
与
え
る
こ
と
は
、

子
ど
も
に
と
っ
て
「
自
分
は
社
会

の
一
員
だ
」
と
い
う
意
識
を
高
め

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。ま
た
、

い
ろ
い
ろ
な
大
人
と
一
緒
に
活
動

す
る
こ
と
は
、
将
来
の
進
路
や
生

き
方
を
考
え
て
い
く
上
で
も
、
社

会
の
ル
ー
ル
を
知
っ
て
い
く
上
で

も
貴
重
な
機
会
で
す
。

　

違
う
考
え
方
や
価
値
観
に
出
会

い
、
我
慢
し
た
り
譲
っ
た
り
交
渉

し
た
り
す
る
経
験
の
中
で
、
社
会

性
が
身
に
つ
き
ま
す
。

文
部
科
学
省
発
行
：
家
庭
教
育
手

帳
よ
り

問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
（
☎
�
２
２
０
０
）

社
会
性
を
身
に
付
け
さ
せ
よ
う

～出水市の家庭の教育力を高めるためのスローガン～

飲
酒
と
こ
こ
ろ
の
健
康

～
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
～

　　

ア
ル
コ
ー
ル
は
、
適
量
な
ら
ス
ト

レ
ス
を
和
ら
げ
る
作
用
が
あ
り
ま
す

が
、
ス
ト
レ
ス
の
発
散
や
不
眠
を
解

消
す
る
手
段
と
し
て
、
つ
ま
り
薬
の

よ
う
な
効
果
を
期
待
し
て
飲
み
続
け

る
と
、
酒
量
が
増
え
、
依
存
症
に
な

る
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
分
は
お
酒
が
好
き
な
だ

け
で
「
依
存
」
で
は
な
い
、
い
つ
で

も
や
め
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
る
人
の

中
に
も
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
の
危
険

性
が
高
い
人
が
い
ま
す
。
お
酒
を
飲

ま
な
い
と
寝
つ
け
な
い
、
今
日
は
飲

ま
な
い
と
決
め
て
い
て
も
つ
い
飲
ん

で
し
ま
う
、
お
酒
が
理
由
で
人
に
迷

惑
を
か
け
る
、
こ
の
よ
う
な
人
も
要

注
意
の
段
階
で
す
。

　

過
度
の
飲
酒
が
続
け
ば
、
誰
で
も

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
な
り
ま
す
。

依
存
症
に
な
る
目
安
は
焼
酎
だ
と
１

日
に
２
合
か
ら
３
合
を
10
年
間
飲
み

続
け
た
場
合
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
な
る
と

「
こ
れ
で
は
い
け
な
い
」
と
心
の
片

隅
で
は
思
っ
て
い
な
が
ら
、
飲
酒
の

セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
精
神
的
、
身
体
的
に
害

が
及
ぶ
だ
け
で
な
く
、
社
会
生
活
や

人
間
関
係
に
も
支
障
を
き
た
す
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は
、
本
人
の

力
だ
け
で
は
回
復
が
非
常
に
難
し

く
、
専
門
家
の
支
援
が
必
要
で
す
。

ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、
専
門
医
や

相
談
窓
口
で
受
診
、
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

　

ひ
と
た
び
依
存
症
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
ら
、
お
酒
を
や
め
る
し
か
解

決
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も

お
酒
と
上
手
に
付
き
合
う
た
め
に
、

日
頃
か
ら
次
の
点
に
気
を
つ
け
て
、

適
正
な
飲
酒
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

①
適
量
の
飲
酒
を
心
が
け
ま
し

　
ょ
う
。
焼
酎
な
ら
０・
６
合
、

　

日
本
酒
な
ら
１
合
、
ビ
ー
ル

　
な
ら
中
瓶
１
本

②
週
に
２
日
は
休
肝
日
を
つ
く

　

り
、
肝
臓
を
休
ま
せ
ま
し
ょ

　
う
。

③
飲
む
時
に
は
何
か
食
べ
た
り
、

　

薄
め
て
飲
ん
だ
り
す
る
な
ど

　
の
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

④
時
間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
と

　
飲
み
ま
し
ょ
う
。

　

３
月
は
「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」

で
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
人
は

そ
う
で
な
い
人
と
比
べ
て
自
殺
の
危

険
性
が
約
６
倍
高
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
自
分
自
身
や
周

囲
の
心
の
健
康
づ

く
り
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

80
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平
成
25
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
１
カ
月
あ
た
り
１
万
５
０
４

０
円
に
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
付
は
日
本
年
金
機

構
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
で
金

融
機
関
（
郵
便
局
含
む
）
と
主
な

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
市
役
所
の
窓

口
で
は
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
の
お
支
払
い
方
法
に
よ

っ
て
は
、
下
図
の
よ
う
に
割
引
料

金
も
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
口
座

振
替
の
詳
細
に
つ
い
て
は
広
報
い

ず
み
２
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

付
加
保
険
料
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
１
号
被
保
険
者
と
65

歳
未
満
の
任
意
加
入
被
保
険
者
の

方
は
定
額
保
険
料
に
一
月
あ
た
り

４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
上
乗

せ
す
る
こ
と
で
、
将
来
、
受
給
す

る
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

増
額
さ
れ
る
１
年
間
の
年
金
額

は
「
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
を

納
め
た
月
数
」
と
な
り
、
例
え
ば

20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40
年
間
付

加
保
険
料
を
納
め
た
方
は
「
２
０

０
円
×
４
８
０
カ
月
（
40
年
）
＝

９
万
６
０
０
０
円
」
が
上
乗
せ
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

す
で
に
国
民
年
金
基
金
に
加
入

し
て
い
る
方
は
付
加
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

保
険
料
の
納
付
が
難
し
い
場
合

　

国
民
年
金
の
１
号
被
保
険
者
は

毎
月
の
保
険
料
を
納
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、
収
入
の
状
況
に

よ
っ
て
は
納
付
が
困
難
な
場
合
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、

「
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納
付

猶
予
制
度
」
を
申
請
し
て
い
た
だ

き
、
承
認
さ
れ
る
と
国
民
年
金
保

険
料
の
全
部
も
し
く
は
一
部
が
免

除
や
猶
予
と
な
り
ま
す
。
未
納
と

比
較
し
て
も
多
く
の
利
点
が
あ
り

ま
す
の
で
保
険
料
の
納
付
が
滞
っ

て
い
る
方
は
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

　

本
来
の
「
販
売
」
と
い
う
目
的

を
隠
し
て
訪
問
し
、
家
や
屋
根
の

塗
装
、
配
水
管
な
ど
を
「
無
料
で

点
検
す
る
」
と
言
っ
て
点
検
し
た

後
、「
こ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く

と
大
変
な
こ
と
に
な
る
」
と
不
安

を
あ
お
り
、
商
品
や
工
事
を
契
約

さ
せ
る
商
法
を
点
検
商
法
と
言
い

ま
す
。

　

最
近
、
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
は
、
こ
の
点
検
商
法
の
中
で
も

高
齢
者
の
高
額
な
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
に
関
す
る
相
談
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

特
定
商
取
引
法
で
は
、
訪
問
販

売
の
場
合
、
勧
誘
に
先
だ
っ
て
販

売
目
的
を
明
示
す
る
こ
と
を
義
務

づ
け
て
い
ま
す
が
、
現
実
に
は
販

売
目
的
を
隠
し
て
勧
誘
す
る
悪
質

な
業
者
が
お
り
、
特
に
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

点
検
商
法
に
だ
ま
さ
れ
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
に
は
、
次
の
点
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
安
易
に
点
検
を
承
諾
し
な
い
。

点
検
の
目
的
は
販
売
や
工
事
で

あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
。

②
契
約
は
そ
の
場
で
せ
ず
、
必
ず

複
数
の
業
者
か
ら
見
積
り
を
取

り
、
比
較
検
討
す
る
。

③
契
約
後
で
も
必
要
な
い
と
思
っ

た
と
き
は
、
す
ぐ
に
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
の
手
続
き
を
取
る
。

訪
問
販
売
の
場
合
、
８
日
間
以

内
で
あ
れ
ば
無
条
件
解
約
が
で

き
ま
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
期
間
が
過

ぎ
て
い
て
も
解
約
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
あ
き
ら
め
ず
に

出
水
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎

�
６
２
０
３
）
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

点
検
商
法
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

「
契
約
急
が
ず
比
較
検
討
を
」

平成 25 年度
１カ月 ６カ月 １２カ月

保険料 割引額 保険料 割引額 保険料 割引額
毎月納付（納付書による現金納
付および翌月末振替の口座振替） 15,040 円 ― 90,240 円 ― 180,480 円 ―

当月末振替の口座振替 14,990 円 50 円 89,940 円 300 円 179,880 円 600 円

６カ月前納（現金納付） ― ― 89,510 円 730 円 179,020 円 1,460 円

６カ月前納（口座振替） ― ― 89,210 円 1,030 円 178,420 円 2,060 円

１２カ月前納（現金納付） ― ― ― ― 177,280 円 3,200 円

１２カ月前納（口座振替） ― ― ― ― 176,700 円 3,780 円

開 催 日　４月 18 日（木）
開催時間
　午前９時 40 分～正午
　午後１時～同３時 40 分
開催場所　　
　本庁　３階大会議室
内　　容
　国民年金・厚生年金の手続き等
相 談 員　　川内年金事務所職員
予約受付期間

３月 22 日（金）～４月 11 日（木）
（土日祝日を除く

午前８時 30 分～午後５時）
予約申込先
　本庁市民生活課住民年金係
　（☎ 63 － 2111　内線 147・148）

※３月 21 日開催の年金相談について
は広報いずみ２月号をご覧ください。

出水地区年金相談所を開設
（完全予約制）

【消費生活相談員の相談日時と場所】
○月・火・木・金曜日

午前９時30分〜午後４時
（正午から午後１時までを除く）
本庁市民生活課内　（☎63−6203）
○水曜日

午前９時30分〜正午
野田支所市民福祉課内　（☎63−2111　内線741）
○水曜日

午後１時30分〜同４時
高尾野支所市民福祉課内　（☎63−2111　内線453）
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市立図書館がもっと便利に！

　ご自宅のパソコン、携帯電話から、インターネットを利用して貸し出し中の資料に予約ができるよ

うになります。これまでは、図書館が所蔵する資料の検索と利用状況を確認するだけでしたが、イン

ターネット予約ができることで、さらに便利になります。

３月１日から

インターネット予約が始まります。

第３土曜日は「市民読書の日」
読書活動推進ホームページ「よんみゃんせ」

http://www.city.izumi.kagoshima.jp/reading/index.html

○　ご予約いただけるのは出水市立図書館が　

所蔵している本・雑誌・紙芝居で、合わせて

１５冊までです（カウンターでの予約も含み

ます。）。また、予約をしようとした時点で貸

し出し中の資料に限ります。

※同じ本が複数ある場合、すべて貸し出し中でな

ければ予約はできません。

※雑誌年間予約で上限数を上回っている方は、イ

ンターネット予約はできませんので、カウン

ターにご相談ください。

○　予約できない資料は、DVD・ビデオテープ・

読み聞かせ資料（エプロンシアター・パネル

シアター）・週刊誌・月刊誌の最新号・禁帯出

本（館外持出禁止本）です。

○　ご利用いただくためには、『出水市立図書館

利用者カード』が必要です。

　　まだカードをお持ちでない方は、この機会に

登録申請をお願いします。

※登録申請は、各図書館および移動図書館で随時

受け付けています。

○　インターネット予約には、パスワードおよび

電子メールアドレスの登録が必要です。３月

１日（金）午前９時から登録・利用ができる

ようになります。

ご利用方法 注意事項

予約資料の連絡

○　ご予約された資料が準備できましたら、ご指

定の方法（電話・電子メール）でご連絡します。

その日を含めて 7 日以内に貸し出しの手続き

を済ませてください。期限内に来館されない

場合は予約を取り消させていただきます。

　※予約状況は、ご自宅のパソコン・携帯電話か

らも確認できます。

問い合わせ先

中　央　（☎６３－２１０５）

高尾野　（☎８２－５４５２）

野　田　（☎８４－３１００）

ご不明な点がありましたら、各図書館カウン

ターまたはお電話でお問い合わせください。
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読書活動に関する問い合わせ先
      読書推進課
       ☎ 63‒4121



≪幼児・小学生≫

●「とりつかれたバレリーナ｣ 斉藤　洋　作
●「まんげつのこどもたち」 軽部　武宏　作
●「おじいさんのしごと」 山西　ゲンイチ　作
●「なりたいものだらけ」 ジェリー・スピネッリ　作
●「どどのろう」 穂高　順也　作
●「あいうえおの　せきがえ」 宮下　すずか　著
●「体育館の日曜日」 村上　しいこ　作
●「ねこのたからさがし」 さえぐさ　ひろこ　作
●「もちっこやいて」 やぎゅう　げんいちろう　作
●「おれは　ワニだぜ」 渡辺　有一　作・絵

　　　・・・・・等
≪中学生・高校生≫

●「吸血鬼の王子さま！」 シーナ・マーサー　作
●「駅の小さな野良ネコ」 � ジーン・クレイグヘッド・ジョージ　作
●「RDG　6」 荻原　規子　著

・・・・・等
≪一般≫

●「へこたれない人　物書同心居眠り紋蔵」 佐藤　雅美　著
●「月の魔法」 川上　健一　著
●「欠落｣ 今野　敏　著
●「糸車」 宇江佐　真理　著
●「むつかしきこと承り候　公事指南控帳」 岩井　三四二　著
●「いちばん長い夜に」 乃南　アサ　著
●「ちょうちんそで｣ 江國　香織　著
●「冬芽（トウガ）の人」 大沢　在昌　著
●「笑うハーレキン」 道尾　秀介　著
●「望郷」 湊　かなえ　著
●「奥の奥の森の奥に、いる。」 山田　悠介　著
●「おもかげ橋」 葉室　麟　著
●「穢れた手｣ 堂場瞬一　著
●「溝鼠　最終章」 新堂　冬樹　著
●「桜ほうさら」 宮部　みゆき　著

・・・・・等

図書館名
（電話番号） 開館時間 ３月の休館日

中央図書館
（☎ 63 ｰ 2105）

平日
　午前９時〜午後８時
土曜・日曜・祝日
　午前９時〜午後６時

18日
高尾野図書館

（☎ 82 ｰ 5452）
　午前９時〜午後６時

15日
野田図書館

（☎ 84 ｰ 3100） 15日

３月　移動図書館運行表
ステーション名 運行時間

運行日

3月

第１・３

火曜日

西之口団地自治公民館 10：00〜10：20 ５日
19日鹿島自治公民館 15：10〜15：40

第２・４

火曜日

千本付団地広場 10：00〜10：20
12日

26日

平和団地集会室 10：30〜10：50
鹿島住宅広場 14：20〜14：40
茶円堀団地広場 14：45〜15：05
ラ・フォンテいずみ 15：15〜15：35

第１・３

水曜日

江内北部コミュニティーセンター 9：40〜10：00

６日
東辺田自治公民館前 10：10〜10：30
尾野島浜自治公民館 10：45〜11：05
江内配本所（カントリーコア） 14：05〜14：25
ウッドタウン自治公民館 14：40〜15：00

第２・４

水曜日

元町自治公民館 9：50〜10：10 13日
27日今釜西自治公民館 10：20〜10：40

第１・３

木曜日

鶴亀タウン 9：40〜10：00 ７日
21日米ノ津駅前広場 10：10〜10：30

福ノ江自治公民館 10：45〜11：05

第２・４

木曜日

受口自治公民館 10：40〜11：00 14日

28日

屋地自治公民館 14：10〜14：30
熊野神社前 14：40〜15：00
菅原神社（荘上・荘下） 15：15〜15：35

第１・３

金曜日

栗毛野自治公民館 9：40〜10：00 １日
15日江川野自治公民館 10：10〜10：30

内野々下自治公民館 10：45〜11：05
第２・４

金曜日

鶴水園 14：10〜14：40 ８日
22日加紫久利住宅広場 14：55〜15：15

３月のおはなし会・親子読書会

中央図書館

おはなしのへや
（毎週水曜日）

６日、13日、27日
午後４時～

だっこＤＥえほん 23日（土）
午前10時～

高尾野図書館

おはなしのへや
（毎週月曜日）

４日、11日、18日、25日
午後４時～

親子読書教室 
「すくすく」

12日（火）
午前10時30分～

野田図書館

おはなしのじかん
（毎週木曜日）

７日、14日、21日、28日
午後４時～

だっこＤＥえほん ７日（木）
午前10時30分～

夜のおはなし会 23日（土）
午後７時～

（20日中の市のため）

出水歴史民俗資料館　特別展

『通
とおりばたよしのぶ
畠義信の彫刻　鉄のテツ学』

３月２３日（土）まで　開催中！
芸術にふれ、親しむ良い機会です。
ご家族でお越しください。
入 館 料　無　料

「雑誌リサイクルデー」を開催します。
保存期限の過ぎた雑誌を市民の皆さんにお譲りする

「雑誌リサイクル」を行います。

日　　時　３月３日（日）　午前９時
場　　所　中央図書館
対象雑誌　園芸・手芸・料理・女性雑誌など約1,040冊
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新しい本の紹介（予定）新しい本の紹介（予定）



　青少年の犯罪行為検挙（補導）人数（２０１２年中）

 窃　　　　　　盗
暴行 傷 害 器物

損壊 その他 計 前年比
自転車 単車 万引き その他 計

０ ０ ３ ２ ５ １ １ ０ ２ ９ － 14

発生件数 死　者 負傷者

2 0 1 3年
１ 月 中

28 件
（+ ９）

０人
（±０）

36 人
（+14）

2 0 1 3年
の 累 計

28 件
（＋９）

０人
（±０）

36 人
（+14）

※　（　）内の数字は前年同月比

交通事故発生状況
出水警察署管内

出水市防犯協会 63 − 1500問い合わせ先

　２０１２年中（１月～１２月）の出水市における青少年の補導、検
挙状況は次のとおりでした。

▽補導総数は９２人で、昨年比１２人増加

▽補導行為別では、深夜徘徊が１９人増で大幅増加

▽学識別では、中・高校生の増加が顕著

▽犯罪行為で検挙（補導）された青少年は９人で前年より大幅減少
（１４人減）、 罪種別では自転車盗と万引きが激減

　全国における振り込め詐欺の現状
は、オレオレ詐欺や融資保証金詐欺の
被害額が増加したほか、社債や未公開
株等の特殊詐欺が前年の３倍に増加す
るなど、大変厳しい状況にあります。
　出水警察署管内でも昨年３月、息子
を騙るオレオレ詐欺で２件の被害があ
りました。そのほか社債、未公開株、
海外宝くじ等のさまざまな手口で甘い
誘いが頻繁にかけられています。

県内の被害概況（２０１２年中）
架空請求詐欺 ５件 ２, ４３０万円

オレオレ詐欺 ４件 ９００万円

融資保証金詐欺 ２件 １００万円

還付金等詐欺 １件 ５０万円

特 殊 詐 欺
（株、社債、通貨等） ２８件 １億７, ９３０万円

これらは詐欺です

悪の入り口＝深夜外出を許さない指導が最も有効です。
　今後も家庭を中心に地域・学校・関係機関が協力して青少年
の健全育成に取り組みましょう。

　２０１２年中に２９件の自転車盗難がありま
した。内２３件が無施錠でした。
　しかし、この件数は盗難届のあったものだけ
で、実際はもっと多くの自転車が盗まれている
と考えられます。盗難に遭った場所は、自宅、
スーパーや駅の駐輪場などさまざまです。

◇ワイヤー錠等によるツーロック（二重施
錠）をしましょう。

◇短時間でも自転車を離れる時は確実に鍵
をかけましょう。

◇防犯登録をしましょう。（自転車店等で
できます）

　青少年の補導状況（２０１２年中）（　　）内は内数で女子

小学生 中学生 高校生 有職 無職 その他 計 前年比

飲 酒 ０
（０）

－２
（－２）

喫 煙 ３
（０）

６
（１）

７
（１）

８
（４）

１
（１）

25
（７）

±０
（＋５）

深夜徘徊 11
（４）

25
（３）

11
（３）

16
（４）

63
（14）

＋ 19
（＋２）

怠 学 ３
（１）

３
（１）

－３
（±０）

暴走行為 １
（０）

１
（０）

＋１
（±０）

そ の 他 ０
（０）

－２
（－１）

計 ０
（０）

17
（５）

31
（４）

19
（４）

24
（８）

１
（１）

92
（22）

＋ 12
（＋４）

前 年 比 ±０
（±０）

＋５
（＋４）

＋６
（＋２）

＋２
（－１）

－２
（－２）

＋１
（＋２）

＋ 12
（＋４）

青少年の補導 被害止まらず
振り込め詐欺

自転車を盗まれないために

必ず儲かるという話

お金を返すから ATM へ行け

息子や孫を名乗り
「電話番号が変わった」

みなさん十分
に気をつけて
ください

レターパックで金を送れ
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　今年の箱根駅伝で30年ぶりに総合優勝を飾った日
本体育大学の谷永雄一選手が１月８日、母校である
出水中央高校を訪れました。
　同駅伝で谷永選手はアンカーを務め、自らゴール
テープを切って栄冠をつかみました。
　後輩を前に優勝を報告し、目標を持つことの大切
さを話しました。生徒からは記念撮影やサイン攻め
にあうなどしていました。

火
災
か
ら
守
れ

文
化
財
防
火
デ
ー

　１月20日、文化財防火デーに伴う防火訓練を国の
重要伝統的建造物群保存地区である麓地区の竹添邸
で実施しました。
　訓練は、いずみ麓街なみ保存会や観光客らが参加
して行われ、通報訓練、文化財搬出訓練、初期消火
訓練、消防署によるポンプ車を使った放水訓練等が
行われ、文化財の大切さと防災に対する意識を高め
ました。

箱
根
の
ヒ
ー
ロ
ー
凱
旋

谷
永
雄
一
選
手

豊
作
を
祈
っ
て

葉
タ
バ
コ
播
種

　１月24日、野田町下名の出水地区たばこ共同育苗
センターで県たばこ耕作組合主催の葉タバコの種ま
きがあり、生産農家や地区の行政関係者など約30人
が出席して種をまき2013年度の葉タバコの豊作を願
いました。
　出水地区の葉タバコ生産農家は19戸でこのうち出
水市の農家は18戸。出水地区の葉タバコは品質が良
く県内でも高い評価を得ています。

昔
な
が
ら
の
製
法
を
体
験

ノ
リ
の
手
す
き

　ノリの手すき、天日乾燥の体験会が１月23日、市
内のノリ養殖業者の工場でありました。
　国内のノリ養殖の南限で作られる出水のノリを広
く知ってもらうことを目的に、ノリの養殖業者でつ
くる「出水天

あ ま の り

恵海苔グループ」と、北さつま漁協出水
支所が開催。参加者らは、養殖ノリを細かく切り真
水に混ぜたものを升ですくい木枠に流し込んで一枚
一枚丁寧にノリを干していました。

外
国
語
活
動
を
研
究

東
出
水
小

　小学校の外国語活動の授業力向上を目的に、県が
研究協力校に指定している東出水小学校で２月１
日、研究発表会がありました。
　同校の堂園英彦教諭が２年間の研究と実践を踏ま
え、成果と課題を県内各地から集まった先生らに発
表しました。その後、５年・６年の公開授業もあり、
児童らと先生が楽しそうに外国語を用いてコミュニ
ケーションを図る姿が見られました。

総
合
４
位

県
地
区
対
抗
女
子
駅
伝

　１月27日、第26回県地区対抗女子駅伝競走大会が
霧島市で行われました。
　出水地区チームは、１区、６区で区間賞を獲得す
るなど、県内トップクラスの中高校生と一般選手の
粘りのある走りで、総合４位とＡクラスを死守しま
した。１区：野添佑莉（区間賞）、２区：石原千明、
３区：一山麻緒、４区：中原海鈴、５区：寺地あゆ
み、６区：右田愛（区間賞）
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有村英語教室 新学年生徒募集！ 
 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
  

連絡先  携帯 ０９０－９７９３－８３１４ 

（有村）  電話（ＦＡＸ兼用） ８２－２４３７ 

英語を好きに！ 

英語、そして世界のことを 

楽しく学ぼう！ 

教室で英検を受けている様子です 

小学生コース  ３年生から 毎週木曜日（月４回） 

中学生コース  １・２・３年生  月・水・金（週３回） 

英検・大学受験コース 

講師プロフィール 

有
あ り

村
む ら

 真
ま

由
ゆ

美
み

  
<免許及び資格等>  

中学校教諭一種免許・高等学校教諭一種免許 

博物館学芸員資格等  

現在までの渡航国２０カ国以上 中東（イラン）長期滞在経験あり 

場所 ； 高尾野町もみじ温泉隣り  

（ほっともっと ２階）  
2013 年４月３日スタート

※詳細についてはお問合わせください。 

準２級（上級）～２級  毎週火曜日（月４回）

準２級～２級      毎週木曜日（月４回）

２級～センター入試   毎週火曜日（月４回）

大学受験コース     毎週火曜日（月４回

　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は 21,200 部で市内のほぼ全世帯に
配布されますので、同窓会や記念事業等のイベント告知にもご
利用ください‼　ただし、掲載可能な数に限りがありますので
掲載希望が多数の場合は、調整させていただきますのでご了承
ください。

【申込・問い合わせ先】
　　　本庁企画政策課秘書広報係
　　　☎0996−63−4120
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当番医のお知らせ当番医のお知らせ
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（☎ 63 − 0119）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。
※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時〜午後５時）
　  ［児］：小児科当番医（午前 10 時〜正午）

３　　　　　月
日 医　療　機　関　名

３日（日）

［当］友愛クリニック 内・消化器科 太鼓橋 ☎64－2101

［当］わかすぎ皮フ科クリニック 皮膚科 表郷東 ☎64－1313

［当］林胃腸科外科 内・外科 阿久根市 ☎73－3639

［当］長島クリニック 内・外科 長島町 ☎88－6405

［児］二宮医院 内・小児科 栄町 ☎62－0167

10日（日）

［当］福元医院 内・循環器科 新町 ☎67－3200

［当］荘記念病院 内科・精神 西水流 ☎82－3113

［当］植村整形外科 整外科 阿久根市 ☎72－1041

［当］脇本病院 精神・内科 阿久根市 ☎75－2121

［当］平尾診療所 内・外科 長島町 ☎88－2595

［児］出水総合医療センター 早馬 ☎67－1611

17日（日）

［当］整形外科ばばぐちクリニック 整外科 六月田中 ☎64－8260

［当・児］こどもクリニック永松 小児科 鹿島 ☎64－1500

［当］有村産婦人科・内科 産・婦人・内科 阿久根市 ☎73－4180

［当］飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎88－5040

20日（水）

［当］出水病院 精神・内科 諏訪馬場 ☎62－0419

［当］しもぞのクリニック 内・胃腸科 石坂（出水） ☎63－8300

［当］上園医院 内・小児科 阿久根市 ☎73－1055

［当］鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86－0054

24日（日）

［当］出水眼科 眼科 春日町 ☎62－8350

［当］境田医院 産婦・内・外科 天神（出水） ☎67－2600

［当］内山病院 内・外・泌尿器科 阿久根市 ☎73－1551

［当］長島クリニック 内・外科 長島町 ☎88－6405

［児］出水総合医療センター 早馬 ☎67－1611

31日（日）

［当・児］キッズクリニック 小児科 向江 ☎63－7707

［当］福永内科循環器科 循環器・内科 向江 ☎62－8200

［当］鶴見医院 内・呼吸科 阿久根市 ☎73－0553

［当］平尾診療所 内・外科 長島町 ☎88－2595

暮らしの情報暮らしの情報
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水道修繕工事当番事業者

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

休日当番歯科医・当番薬局休日当番歯科医・当番薬局

期　　間
出　水　地　域 高尾野・野田地域

工事事業者 平　日 休日および平日の
　　午後５時以降 工事事業者 平　日 休日および平日の

　　午後５時以降

３月１日～３日 太田電機工業所 ☎63－1966

携帯電話
（090－7397－7898）

川 窪 建 設 ☎82－0376

携帯電話
（090－7154－7490）

３月４日～10日 北 薩 設 備 ☎62－6011 軸薗設備工業 ☎82－0889

３月11日～17日 ことぶき電気設備 ☎62－0313 柏 木 産 業 ☎82－1474

３月18日～24日 道 添 建 設 ☎62－3833 三 友 建 設 ☎82－0173

３月25日～３月31日 川 島 工 建 ☎63－6685 別府水道住宅設備 ☎84－2080

１日（金）▶春季全国火災予防運動に伴う防火パレード（午前９時・市内一円）

20日（水）〜21日（木）▶中の市（午前７時・高尾野駅前通りほか）

３月の主な行事

3月３日
宮 薗 歯 科 医 院 歯科 ☎73－3222 阿久根市

め ぐ み 薬 局 ☎82－5551 太鼓橋

い ず み 調 剤 薬 局 ☎68－5822 表郷東

3月 10日
お て き 歯 科 医 院 歯科 ☎63－0393 八幡（出水）

ハ ー ト 薬 局 ☎79－3877 新町

し も ず る 薬 局 ☎64－2211 西水流

3月 17日
つ ば さ 歯 科 歯科 ☎62－8519 花立西

フ タ ヤ 薬 局 ☎67－5253 六月田中

か し ま 薬 局 ☎63－3970 鹿島

3月 20日
白 男 川 歯 科 医 院 歯科 ☎63－0009 向江

Ｄ・ＭＬ五万石薬局 ☎63－8800 野添（出水）

3月 24日
金 子 歯 科 医 院 歯科 ☎63－2150 栄町

ク レ モ ア 薬 局 ☎63－5401 春日町

エ ン ジ ェ ル 薬 局 ☎65－7637 天神

3月 31日
橋 口 歯 科 医 院 歯科 ☎73－0508 阿久根市

さ く ら 薬 局 ☎63－7700 向江

か り ん 薬 局 ☎64－1400 向江

※歯科医院診療時間　午前９時〜正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（☎ 63− 0119）にお問い合わせください。

暮らしの情報暮らしの情報
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ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
で
は
、

３
月
17
日
（
日
）
ま
で
企
画

展
『
前
原
先
生
と
ツ
ル
』
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
１
９
４

９
年
か
ら
１
９
６
４
年
に
か

け
て
江
内
中
学
校
と
野
田
中

学
校
に
赴
任
さ
れ
た
前
原
祐

二
先
生
と
生
徒
た
ち
が
行

な
っ
た
ツ
ル
研
究
活
動
の
記

録
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
こ

の
資
料
は
２
０
１
１
年
10
月

に
前
原
氏
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

も
の
で
、
生
徒
が
作
成
し
た

資
料
や
手
紙
、
当
時
の
写
真
、

新
聞
記
事
な
ど
が
つ
づ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
１
９
５
１
年

に
結
成
さ
れ
た
「
ツ
ル
研
究

ク
ラ
ブ
」
の
活
動
や
、
野
田

中
学
校
と
山
口
県
の
八
代
中

学
校
、
北
海
道
の
阿
寒
中
学

校
と
の
交
流
な
ど
、
当
時
の

取
り
組
み
が

丁
寧
に
記
録

さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
ご

観
覧
く
だ
さ

い
。

83

『今月の問題』
今シーズン、４年ぶりに出水
に渡来したツルはどれ？
Ａ タンチョウ
Ｂ ソデグロヅル
Ｃ アネハヅル

☆　答えは来月号で
　先月号の答えは Ｃ 鹿児島県の
ツルおよびその渡来地 でした。

　

２
月
４
日
は
暦
の
上
で

春
を
迎
え
る
「
立
春
」
で

し
た
。

　

春
と
言
っ
て
も
ま
だ
ま

だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す
よ

ね
。
で
も
、
周
り
を
観
察

す
る
と
春
の
足
音
が
聞
こ

え
ま
す
。

　

出
水
麓
の
武
家
屋
敷
宮

路
邸
で
は
、
し
だ
れ
梅
の

花
が
満
開
で
し
た
。
花
も

美
し
い
で
す
が
、
に
お
い

も
い
い
で
す
よ
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

ツ
ル
の
保
護
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
防

疫
に
使
っ
て
も
ら
い
た
い
と
寄
付
を
さ
れ
た

出
水
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
内
野
正
会
長
）

の
み
な
さ
ん
【
写
真
①
】

　

行
政
運
営
に
使
っ
て
も
ら
い
た
い
と
寄
付

を
さ
れ
た
中
平
弘
秋
さ
ん
ご
家
族【
写
真
②
】

写真①写真②

出
水
兵
児
修
養
掟

　

多
く
の
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
「
出
水

兵
児
修
養
掟
」
の
出
典
と
さ
れ
る
「
明
君
家

訓
」
を
解
説
し
た
本
を
、阿
田
俊
彦
さ
ん
（
本

市
出
身
）
が
出
版
し
ま
し
た
。

　

明
君
家
訓
は
江
戸
時
代
中
期
に
広
ま
っ
た

と
言
わ
れ
、
出
水
兵
児
修
養
掟
は
地
頭
・
山

田
昌
巌
の
教
え
を
基
に
武
士
の
心
得
や
人
生

訓
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

本
は
市
立
図
書
館
に
置
い
て
あ
り
、
貸
し

出
し
可
能
で
す
。


